
正
倉
院
文
書
の
探
し
方

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴

い
、
思
う
よ
う
に
外
出
が
で
き
な
い
た
め

ご
不
便
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
ご
自
宅
で
も
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
古
代

史
料
の
探
し
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
正

倉
院
に
は
奈
良
時
代
の
東
大
寺
写
経
所
が

遺
し
た
「
正
倉
院
文
書
（
正
倉
院
古
文

書
）」
と
呼
ば
れ
る
古
文
書
群
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
所
蔵
機
関
の
宮
内
庁
正
倉
院
事

務
所
や
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
っ
て

調
査
・
整
理
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成

果
に
基
づ
い
て
影
印
本
（
写
真
集
）
や
文
書

目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

未
完
結
の
た
め
、
全
て
の
文
書
を
自
由
に
見

る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
困
難
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
年
二
月
に
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の

管
理
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
更
新
さ
れ
、

（https://shosoin.kunaicho.go.jp/

）

正
倉
院
文
書
全
点
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

写
真
が
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
と

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
公
開
し
て
い
る

正
倉
院
文
書
マ
ル
チ
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（

http://w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/

）

を
併
用
す
る
と
、
見
た
い
文
書
の
写
真
を
す

ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
「
岡
本
禅
院
」
と
い
う
古
代
寺

院
に
つ
い
て
の
文
書
を
探
し
た
い
と
し
ま

し
ょ
う
。
東
大
史
料
編
纂
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
」
「
正
倉
院

文
書
マ
ル
チ
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
開
き
、

「
岡
本
禅
院
」
と
入
力
し
て
検
索
し
、
検
索

結
果
か
ら
「
詳
細
」
を
表
示
し
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
出
て
い
ま
す
が
、
大
事
な
の

は
【
断
簡
名
】【
表
裏
】【
撮
影
紙
番
】
の
三

つ
で
す
。
今
回
の
例
だ
と
、【
断
簡
名
】
は

「
続
々
修

ノ
２
」
、
【
表
裏
】
は
「
裏
」
、

40

【
撮
影
紙
番
】
は
「

」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

20

「
続
々
修

ノ
２
」
は
正
倉
院
文
書
の
巻
名

40

を
意
味
し
て
お
り
、
「
続
々
修

第

帙

第

40

２
巻
」
に
こ
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
巻
の
「
裏
」
の
紙

番
「

」
と
い
う
箇
所
に
、
目
的
の
文
書
が

20

あ
る
は
ず
で
す
。

次
に
、
正
倉
院
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
正
倉
院
宝
物
検
索
」
に
進
み
、
「
文

書
検
索
」
を
選
択
し
て
「
続
々
修
」
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
検
索
し
ま
す
（
キ
ー
ワ
ー
ド

は
空
白
の
ま
ま
で
結
構
で
す
）
。
す
る
と
、

続
々
修

第
１
帙

第
１
巻
か
ら
順
番
に
写

真
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
進
め

て
第

帙

第
２
巻
を
選
択
す
る
と
、
こ
の

40

巻
の
拡
大
写
真
が
出
ま
す
。
写
真
は
前
半
が

表
、
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
る
「
第

帙
40

第
２
巻

裏
書
」
と
書
か
れ
た
コ
マ
を
境
に

後
半
が
裏
で
す
。
ま
た
、
写
真
の
下
部
に
小

さ
な
紙
片
が
写
っ
て
お
り
、
番
号
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
【
撮
影
紙
番
】
で
す
。

表
は
１
か
ら
順
に
数
字
が
増
え
て
い
き
、
逆

に
裏
は
数
字
が
減
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ

の
例
で
は
写
真
の
末
尾
、
つ
ま
り
裏
の
１
か

ら
右
方
向
へ
遡
っ
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
て
「

」
の
紙
片
の
場
所
を
探

20

し
当
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
目
的
の
文
書

の
写
真
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

な
お
、
文
書
の
釈
文
を
写
真
と
見
比
べ
た

い
時
は
、
「
正
倉
院
文
書
マ
ル
チ
支
援
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
詳
細
検
索
結
果
の
下
部
に
あ

る
「
断
簡
釈
文
」
で
表
示
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

駆
使
す
る
と
、
正
倉
院
文
書
を
自
由
に
探
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
こ
と
に
便
利

な
時
代
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
主
任
研
究
員

竹
内

亮
）

○
新
着
図
書
案
内
○

☆
正
倉
院
紀
要
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号
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内
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正
倉
院
事
務
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）

☆
正
倉
院
文
書
研
究
16

（
正
倉
院
文
書
研
究
会
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吉
川
弘
文
館
）

☆
新
し
い
古
代
史
へ
２

文
字
文
化
の
ひ
ろ
が
り

東
国
・
甲
斐
か
ら
よ
む

（
平
川
南
／
吉
川
弘
文
館
）

☆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選

069

佐
佐
木
信
綱

（
佐
佐
木
頼
綱
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笠
間
書
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☆
万
葉
集
で
あ
る
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奈
良

（
上
野
誠
・
蜂
飼
耳
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馬
場
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／
新
潮
社
）

開
館
時
間
ー
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
ー
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
。

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。
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